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      生活相談会をおこなっています。

毎毎月月 第第１１..３３月月曜曜日日 午午後後 33～～55 時時ままでで 
場場所所：：ふふししききみみちちよよ事事務務所所 無無料料・・秘秘密密厳厳守守 

99 月月 2255日日、、節節木木三三千千代代県県議議会会議議員員はは、、①①医医療療機機関関、、介介護護事事業業所所ななどどののＰＰＣＣＲＲ検検査査のの実実施施 ②②すすべべて

のの医医療療機機関関へへのの財財政政支支援援 ③③特特別別支支援援学学校校ののススククーールルババススのの増増車車・・草草津津養養護護学学校校のの分分離離新新設設 ④④学学校

給給食食関関係係事事業業者者へへのの財財政政支支援援ににつついいてて、、三三日日月月大大造造知知事事、、福福永永忠忠克克教教育育長長にに迫迫りりままししたた。。  

「「介介護護のの仕仕事事ををししてていいてて本本当当にに辛辛いいここととはは、、自自分分がが感感染染源源ににななっっててししままいい、、親親ししくくかか

かかわわっっててききたた利利用用者者のの命命ががななくくななっっててししままううここととだだ」」ととしし、、介介護護職職員員、、医医師師、、ボボラランンテテ

ィィアア活活動動ををすするる市市民民ららはは、、99月月議議会会にに、、「「医医療療・・介介護護・・障障害害関関係係者者のの定定期期ののＰＰＣＣＲＲ検検査査をを

求求めめるる請請願願」」をを 994477筆筆のの署署名名ととととももにに提提出出さされれままししたた。。 

厚厚生生労労働働省省のの「「検検査査体体制制のの拡拡充充にに向向けけたた指指針針」」でではは「「医医療療機機関関やや高高齢齢者者施施設設等等にに勤勤務務

すするる者者、、入入院院・・入入所所者者全全員員をを対対象象ととすするる一一斉斉・・定定期期的的なな検検査査のの実実施施をを要要請請ししてていいるる」」ここ

ととをを示示ししてていいまますす。。ふふししきき県県議議はは無無症症状状のの陽陽性性者者をを発発見見しし、、感感染染拡拡大大をを防防止止すするるたためめ、、

「「幅幅広広くく検検査査すするるここととはは可可能能だだ」」とと訴訴ええままししたたがが、、知知事事はは「「本本県県ははそそのの立立場場にに立立っってていい

なないい」」とと答答ええままししたた。。滋滋賀賀県県のの行行政政検検査査（（ＰＰＣＣＲＲ検検査査））のの 99 月月補補正正予予算算ははわわずずかか 44770000

万万円円。。人人口口同同規規模模のの奈奈良良県県はは、、医医療療機機関関やや社社会会福福祉祉施施設設等等 1111 万万人人をを対対象象にに 22 週週間間ごごとと

にに検検査査ののたためめのの補補正正予予算算 2200 億億円円がが提提案案さされれてていいまますす。。ふふししきき県県議議はは、、知知事事にに対対ししてて滋滋

賀賀県県ももＰＰＣＣＲＲ検検査査のの予予算算をを抜抜本本的的にに増増ややしし、、検検査査のの対対象象をを広広げげるるよようう方方針針をを転転換換すすべべきき

とと迫迫りりままししたた。。 

  

 

地地域域のの医医療療機機関関はは、、新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症患患者者をを受受けけ入入れれてていいるるととこころろもも、、そそううででなないいととこころろもも、、受受診診控控ええかかららのの患患者者減減、、医医師師・・

看看護護師師のの特特別別なな体体制制、、検検査査やや健健康康診診断断のの先先延延ばばししななどどでで経経営営のの困困難難がが続続いいてていいまますす。。ふふししきき県県議議ははココロロナナ感感染染患患者者をを受受けけ入入れれてていいるる病病院院

がが、、44 月月かからら 33 かか月月間間でで対対前前年年度度比比 88 億億円円のの減減収収ににななっってていいるるとと紹紹介介。。88 月月滋滋賀賀県県保保険険医医協協会会ががすすべべててのの医医療療機機関関にに対対ししてて財財政政支支援援をを県県

にに求求めめてていいるるここととももああげげ、、国国にに減減収収補補ててんんをを求求めめるるととととももにに、、県県ととししててもも、、すすべべててのの医医療療機機関関にに財財政政支支援援ををすすべべききとと知知事事にに迫迫りりままししたた。。 
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て
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　 大津市南部 ・ 草津市の児童 ・

生徒が通う草津養護学校では、 児

童 ・ 生徒が増え続け、 開校時全

校 103 人、 今年度 369 人、 来年

度 402 人にもなる見込みです。 草津養護学校ＰＴＡでは 18 年間、 新設

を求める署名活動を行っています。 学校給食の調理室は許容をはるかに

超え、 教員の 6 割は給食が食べられず、 「これで食育ができるのか」 と声

があがっています。 クールダウンする部屋もありません。 　　　　　

　 一般質問で私は保護者の声を紹介し 「ここまで放置してきた県の責任

は大きい。 国体のための温水プールにはポンと 10 億円積み増しされようと

しています。 県政のあり方が問われています。 子どもたちのしんどさに目を

むけていただきたい。 分離新設を」 と知事に迫りました。 知事は 「どういっ

た対応が考えられるのか、 しっかりと検討するよう指示した」 にとどまってい

ます。 草津養護学校に通う子どもたちの教育を保障するには、 増設では

なく新設しかありません。 　　　　　　　　　　　　　　　　　（ふしき）

　 18 年間、 大規模化の解消について、 新設を要望し

続けてきましたが、 なにも進展はなく、 草津養護学校

は限界をはるかに超えている現状です。

　 長年にわたり、 親の心からの願いや。 子供たちのし

んどさや悲しみも、 まったく届かないことに、 強い憤りと、

深い悲しみを感じています。

　 過密からくる様々な問題が、 子供たちを苦しめ続け

ています。 落ち着けない学習環境でのストレスが、 て

んかん発作という形になって出てしまう子供がいます。

　 多動、 問題行動が激しくなってしまう子供がいます。

それを抑えるため、 仕方なく薬の服用でしのいでいる

子供も少なくありません。 親はそんなことで薬を飲ませ

たいわけではない、 飲ませたくない、 適切な学習環境

さえあれば、 こんなことにはならないはずです。

草津養護学校は分離し、 南部に新設を

草津養護学校の保護者の声を

　　　　　　議会で紹介しました。
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